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第25回夏季中高生セミナー

世界に輝く伊勢神宮の心
―清く明るく素直な心を鏡にしよう―

とき　平成25年8月10日(土)～13日(火)
　　　　　　　　　集合　13時　　　解散　13時

会場　おおみやサイクリングターミナル
　　　　　(三重県度会郡大紀町滝原1165-3)

特別講師　新田均 氏 (皇學館大学教授)
　　　　　松浦光修 氏 (皇學館大学教授)
参加費　２４，０００円
　　　　　　(保護者がまほろば教育事業団会員の場合は
　　　　　　　２３，０００円)
後援　     三重県教育委員会

参加者の声

●日本に、

　両親の元に生まれてよかった！
「国を築くために必死に生きてこられた多くの日本

人の生き方に学び、自分の存在を肯定できるように

なりました。日本に生まれてきたこと、両親の間に

生まれてきたことをとてもうれしくおもいます。ま

ほろばの先生、仲間たちに出会えたから気付くこと

ができました。」

　　　　（千葉・高３・女子／第 23 回セミナー）

●先人への感謝の心をもって

　　　　　　　　　　　生きたい
「国あっての我々です」万世特攻平和祈念館でこの

言葉がとても心に残った。自分たちが生きているの

も、国があるからでその国も先人が必死にまもって

くれたからだと思う。これからも感謝の心をもって

生きていきたい。」

　　　　（神奈川・高１・男子／第 24 回セミナー）

保護者からの声
●人生を精一杯生きてほしい
「講義をはじめ同世代の方々との交流を通して、

自分の今をしっかり感じる格好の機会となりまし

た。「人生とは公に尽くすことなのだと思う」息

子の感想文の一文を読み、素直にうれしく存じま

した。今後は息子なりの答えを探し、努力を重ね

、実践あるのみです。人生を精一杯生きてほしい

と願います。」

　　　　　　　　　　　　　　　（福岡・女性）
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「民族には、 その民族がその民族である

かぎり、 忘れてはならない“大切な記憶”

があります。」 （『日本の心に目覚める５つ

の話』松浦光修著）

私たち日本人にとって忘れてはならない

“大切な記憶”とは何でしょうか。

大自然の恵みは、 私達のいのちを育んで

くれます。食事の時、 合掌して「いただき

ます」と言うのは、 型にあらわすことで、

大自然の恵みへの 「感謝の心」 を忘れず

にすることです。伊勢神宮では、そのよう

な感謝の心を、１５００年にわたり、「祈りの

型」 として守り継いできました。中でも、

朝 ・夕に神様にお食事を捧げ、感謝の心

を込めるお祭りは、 一日も欠かすことな

く行われてきました。嵐の日も、 戦争の

空襲の最中でも ・ ・ ・ 。

それも、 毎食、 火をおこし、 井戸水をく

み、 古代そのままに手をかけて調理する

のです。１５００年という月日を考えると

想像を絶する営みですが、 それゆえに日

本人は、 伊勢神宮を心から仰ぎ、 忙しい

日々の中で心の拠り所としてきたので

す。

そのような日々のお祭りが一年のお祭り

となり、 ２０年を節目に行われるのが「式

年遷宮」です。２０年に一度、 お社を建て

替える仕組みにより、先人の祈り、伝統技

術が途絶えることなく永遠につながって

いくのです。お祭りという 「型」 によって

まもられてきた感謝の心。日本人が忘れ

てはならない心が伊勢神宮にあります。

この夏、 全国の友と出会い、 感動溢れる

伊勢神宮の心にふれ、 生き甲斐を見つ

け、輝く自分を発見していきましょう！

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

２５回セミナーリーフ表.pdf   2013/06/06   20:47:47


